
平
成
十
九
年
十
一
月
二
十
二
日
提
出

質

問

第

二

五

八

号

米
軍
再
編
に
伴
う
岩
国
基
地
騒
音
問
題
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

平

岡

秀

夫

258



米
軍
再
編
に
伴
う
岩
国
基
地
騒
音
問
題
に
関
す
る
質
問
主
意
書

米
軍
再
編
に
伴
う
岩
国
基
地
の
騒
音
問
題
に
関
し
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

�

用
語
の
意
味
お
よ
び
定
義
に
つ
い
て

次
の
用
語
の
意
味
を
説
明
さ
れ
た
い
。

（
�
）

空
母
着
艦
資
格
取
得
訓
練
（
Ｃ
Ｑ
）

（
�
）

陸
上
基
地
で
行
う
昼
夜
の
着
艦
訓
練
（
Ｆ
Ｃ
Ｌ
Ｐ
）

（
�
）

基
地
の
上
空
を
旋
回
し
な
が
ら
の
滑
走
路
で
タ
ッ
チ
・
ア
ン
ド
・
ゴ
ウ
を
繰
り
返
す
着
艦
訓
練

（
�
）

ジ
ェ
ッ
ト
機
の
夜
間
離
着
陸
訓
練
（
Ｎ
Ｌ
Ｐ
）

（
�
）

ジ
ェ
ッ
ト
機
の
夜
間
離
着
陸
訓
練
（
Ｎ
Ｌ
Ｐ
）
の
時
間
帯

（
�
）

Ｎ
Ｌ
Ｐ
施
設

（
�
）

Ｃ
（
チ
ャ
ー
リ
ー
）
海
域
・
Ｒ
六
一
一
六
空
域

（
�
）

Ｌ
（
リ
マ
）
海
域
・
空
域

（
	
）

再
編
後
の
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
（
加
重
等
価
平
均
感
覚
騒
音
レ
ベ
ル
）
コ
ン
タ
ー
図
で
い
う
第
一
種
区
域
、
第
二
種
区

一



域
、
第
三
種
区
域

�

岩
国
基
地
滑
走
路
の
沖
合
い
移
設
に
つ
い
て

（
�
）

移
設
は
市
街
地
の
安
全
と
騒
音
軽
減
が
目
的
で
、
航
空
機
騒
音
に
係
る
環
境
基
準
（
環
境
庁
告
示
）
を
達
成
す
る

た
め
に
計
画
さ
れ
た
の
で
は
な
い
の
か
。

（
�
）

岩
国
飛
行
場
に
係
る
航
空
機
騒
音
予
測
コ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
（
平
成
十
八
年
七
月
防
衛
施
設
庁
）
の
「
�
再
編
後

の
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
コ
ン
タ
ー
と
�
環
境
ア
セ
ス
調
査
の
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
コ
ン
タ
ー
の
比
較
」
な
る
も
の
が
あ
る
が
再

編
後
の
環
境
ア
セ
ス
は
実
施
し
た
の
か
。
こ
こ
で
い
う
環
境
ア
セ
ス
が
再
編
後
の
も
の
と
な
る
と
何
時
ど
の
よ
う
に

実
施
し
た
の
か
、
そ
の
結
果
と
共
に
示
さ
れ
た
い
。

（
�
）

市
街
地
の
騒
音
は
ア
セ
ス
調
査
よ
り
、
再
編
後
の
方
が
大
き
い
が
、
環
境
ア
セ
ス
の
結
果
は
、
守
る
べ
き
最
低
条

件
で
は
な
い
の
か
。
こ
れ
を
超
え
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

（
�
）

環
境
ア
セ
ス
調
査
の
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
コ
ン
タ
ー
曲
線
の
根
拠
と
な
っ
た
ア
セ
ス
調
査
デ
ー
タ
の
環
境
基
準
に
示
す

数
式
の
ｄ
ｂ
（
Ａ
）
の
値
や
Ｎ
値
を
構
成
す
る
Ｎ
�

、
Ｎ
�

、
Ｎ
�

、
Ｎ
�

の
値
を
明
ら
か
に
せ
よ
。

（
�
）

岩
国
基
地
滑
走
路
の
沖
合
い
移
設
は
工
場
上
空
の
飛
行
を
解
消
し
、
工
場
地
域
へ
の
飛
行
機
事
故
の
防
止
と
騒
音

二



軽
減
の
た
め
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
こ
の
件
に
関
し
、
国
会
で
は
、
ど
の
よ
う
に
説
明
が
行
わ
れ
た
の
か
。

（
�
）

米
軍
再
編
で
は
、
岩
国
基
地
は
戦
闘
機
お
よ
び
軍
人
の
増
加
に
よ
る
機
能
強
化
の
内
容
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の

件
に
関
し
、
国
会
で
は
、
ど
の
よ
う
に
説
明
が
行
わ
れ
た
の
か
。

�

岩
国
基
地
で
の
夜
間
離
着
陸
訓
練
（
Ｎ
Ｌ
Ｐ
）
に
つ
い
て

（
�
）

安
倍
前
首
相
は
、
二
〇
〇
六
年
十
二
月
二
十
日
中
国
新
聞
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
で
、
「
Ｎ
Ｌ
Ｐ
施
設
を
岩
国
に

設
置
し
な
い
。
」
と
発
言
し
て
い
る
が
、
Ｎ
Ｌ
Ｐ
は
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
良
い
か
。

（
�
）

Ｎ
Ｌ
Ｐ
に
つ
い
て
旧
広
島
防
衛
施
設
局
は
、
住
民
説
明
会
に
お
い
て
地
区
毎
に
違
っ
た
発
言
を
し
て
い
る
。
例
え

ば
、
東
地
区
住
民
説
明
会
で
は
低
騒
音
機
は
実
施
す
る
が
、
ジ
ェ
ッ
ト
機
は
実
施
し
な
い
。
あ
る
地
区
で
は
Ｎ
Ｌ
Ｐ

を
実
施
す
る
、
と
言
っ
て
お
り
食
い
違
い
が
あ
る
。
前
号
の
安
倍
前
首
相
発
言
と
も
矛
盾
し
て
い
る
。
Ｎ
Ｌ
Ｐ
を
実

施
す
る
の
か
し
な
い
の
か
、
低
騒
音
機
の
み
実
施
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
ジ
ェ
ッ
ト
機
も
実
施
す
る
の
か
。

（
�
）

前
号
で
Ｎ
Ｌ
Ｐ
を
岩
国
で
実
施
す
る
と
回
答
し
た
場
合
は
、
（
�
）
の
安
倍
前
首
相
の
発
言
は
岩
国
市
民
の
反
対

を
抑
え
る
た
め
の
意
図
的
な
発
言
だ
っ
た
の
か
。
だ
と
し
た
ら
、
一
国
の
首
相
が
国
民
を
欺
く
よ
う
な
発
言
を
し
た

責
任
は
重
大
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
重
大
な
問
題
だ
と
思
う
が
、
政
府
の
責
任
の
と
り
か
た
を
聞
き
た
い
。

三



（
�
）

前
（
�
）
（
�
）
号
の
関
連
で
質
問
す
る
。
Ｎ
Ｌ
Ｐ
は
Ｎ
Ｌ
Ｐ
施
設
が
な
く
て
も
で
き
る
の
か
。

（
�
）

Ｎ
Ｌ
Ｐ
と
は
午
後
何
時
か
ら
午
前
何
時
ま
で
の
訓
練
を
い
う
の
か
。

（
�
）

鹿
児
島
県
沖
の
無
人
島
に
Ｎ
Ｌ
Ｐ
専
用
滑
走
路
を
設
置
す
る
件
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

�

航
空
機
騒
音
に
係
る
環
境
基
準
（
環
境
庁
告
示
）
に
つ
い
て

（
�
）

航
空
機
騒
音
に
係
る
環
境
基
準
（
環
境
庁
告
示
）
は
【
環
境
基
本
法
（
平
成
五
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
十
六
条

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
騒
音
に
係
る
環
境
上
の
条
件
・
・
・
以
下
省
略
】
（
以
下
、
環
境
基
準
と
い
う
。
）
に
よ

る
と
環
境
基
準
は
屋
外
で
の
測
定
値
が
地
域
の
類
型
�
で
七
〇
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
以
下
、
地
域
の
類
型
�
で
七
五
Ｗ
Ｅ

Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
以
下
と
決
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
達
成
期
間
が
決
め
ら
れ
て
い
て
新
設
飛
行
場
は
直
ち
に
、
既
設
飛
行
場
は
第
一
種
か
ら
第
三
種
の
区
分
ご

と
に
達
成
期
間
が
決
め
ら
れ
て
い
る
。
再
編
後
は
こ
の
環
境
基
準
が
守
れ
る
の
か
。

（
�
）

岩
国
基
地
の
移
設
滑
走
路
は
新
設
飛
行
場
に
該
当
す
る
の
で
は
な
い
か
。

（
�
）

前
号
の
場
合
、
住
居
等
の
防
音
対
策
で
は
な
く
屋
外
で
の
環
境
基
準
の
達
成
が
義
務
化
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。

四



（
�
）

岩
国
の
市
街
地
は
概
ね
地
域
類
型
�
に
指
定
さ
れ
て
お
り
七
五
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
以
下
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

再
編
後
の
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
コ
ン
タ
ー
に
よ
る
と
川
下
地
区
の
一
部
と
東
地
区
全
域
が
七
五
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
を
超
え
て

い
る
。
環
境
基
準
は
屋
外
で
七
五
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
以
下
が
必
須
条
件
と
さ
れ
て
い
る
が
、
達
成
方
法
を
示
さ
れ
た

い
。

（
�
）

新
設
飛
行
場
の
環
境
基
準
は
直
ち
に
達
成
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
環
境
基
準
を
達
成
し
て
い
な
い

と
、
艦
載
機
の
移
駐
は
出
来
な
い
の
で
は
な
い
か
。

�

騒
音
に
つ
い
て

（
�
）

最
高
裁
は
、
厚
木
基
地
騒
音
訴
訟
に
お
い
て
、
「
騒
音
は
違
法
で
あ
る
」
と
の
判
決
を
下
し
た
。
こ
れ
と
同
じ
状

態
を
岩
国
に
持
っ
て
く
る
の
は
違
法
で
は
な
い
か
。

（
�
）

政
府
説
明
資
料
に
よ
る
と
、
航
空
機
騒
音
に
係
る
環
境
基
準
も
達
成
出
来
て
お
ら
ず
、
こ
の
状
態
は
違
法
で
は
な

い
か
。

（
�
）

こ
の
ま
ま
艦
載
機
を
移
転
す
る
と
違
法
状
態
に
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
首
相
や
防
衛
相
、
お
よ
び
政
府
に
厚
木
基

地
騒
音
訴
訟
の
違
法
判
決
や
環
境
基
準
を
無
視
し
て
岩
国
に
艦
載
機
を
移
転
さ
せ
る
権
限
が
あ
る
の
か
。

五



（
�
）
イ

安
倍
前
首
相
は
、
滑
走
路
の
沖
合
い
移
設
で
移
駐
後
も
騒
音
は
軽
減
す
る
と
発
言
し
て
い
る
。
ま
た
東
地
区
住

民
説
明
会
で
も
東
地
区
は
軽
減
す
る
と
説
明
さ
れ
た
が
、
本
当
に
騒
音
は
軽
減
さ
れ
る
の
か
。

ロ

東
地
区
住
民
説
明
会
で
「
再
編
後
の
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
コ
ン
タ
ー
の
飛
行
経
路
に
つ
い
て
担
保
さ
れ
て
い
る

か
。
」
と
の
質
問
に
回
答
が
な
か
っ
た
。
再
編
後
の
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
コ
ン
タ
ー
の
飛
行
経
路
は
担
保
さ
れ
る
か
。

ハ

前
号
で
担
保
が
な
い
と
の
回
答
の
場
合
に
質
問
す
る
。

飛
行
経
路
が
担
保
さ
れ
な
い
と
す
れ
ば
再
編
後
の
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
コ
ン
タ
ー
に
根
拠
が
な
く
な
る
が
、
な
ぜ
根

拠
の
な
い
コ
ン
タ
ー
で
説
明
す
る
の
か
。

ニ

再
編
後
の
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
コ
ン
タ
ー
と
現
状
の
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
コ
ン
タ
ー
と
の
比
較
（
増
減
部
分
）
と
第
一
種

区
域
の
減
少
（
一
、
六
〇
〇
ｈ
ａ→
五
〇
〇
ｈ
ａ
）
資
料
は
防
音
工
事
対
象
区
域
の
増
減
を
示
す
も
の
で
、
確
か

に
防
音
工
事
対
象
区
域
面
積
は
減
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
見
る
と
騒
音
が
大
き
く
な
り
環
境
基

準
を
超
え
る
地
域
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
の
こ
と
に
は
意
図
的
に
触
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

ホ

東
地
区
住
民
説
明
会
で
提
示
さ
れ
た
各
種
コ
ン
タ
ー
は
Ｂ
�
サ
イ
ズ
程
度
に
瀬
戸
内
海
海
域
か
ら
岩
国
市
郊
外

の
山
地
ま
で
書
き
込
ま
れ
て
い
る
た
め
、
河
川
や
国
道
は
も
と
よ
り
街
区
も
分
ら
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

六



も
っ
と
大
き
な
地
図
で
の
提
示
と
岩
国
市
民
へ
の
説
明
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
そ
の
際
に
は
騒
音
値
を
七
〇

Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
か
ら
九
〇
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
の
間
を
五
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
単
位
で
示
し
、
ま
た
環
境
基
準
で
言
う
地
域

類
型
�
と
�
の
識
別
と
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
基
準
値
を
示
し
、
更
に
再
編
前
後
の
増
減
が
一
目
で
分
る
よ
う
に
工
夫
さ

れ
た
各
種
コ
ン
タ
ー
を
示
し
て
、
こ
れ
ら
を
岩
国
市
住
民
に
周
知
徹
底
で
き
る
方
法
で
提
示
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

ヘ

各
種
コ
ン
タ
ー
は
本
当
に
正
し
い
の
か
。
移
転
後
に
測
定
す
る
と
言
っ
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
安
易
な
考
え

は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。
計
算
根
拠
と
な
っ
た
時
間
区
分
ご
と
の
ピ
ー
ク
レ
ベ
ル
と
飛
行
回
数
を
決
め
て
算
出
し

て
い
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
算
出
根
拠
を
厳
守
す
れ
ば
い
い
話
で
は
な
い
か
。

（
�
）

今
ま
で
の
質
問
を
集
約
し
、
本
当
に
騒
音
は
軽
減
さ
れ
る
の
か
、
環
境
基
準
は
守
れ
る
の
か
、
一
部
地
域
で
も
増

加
や
環
境
基
準
を
超
え
る
こ
と
は
な
い
と
言
え
る
の
か
。

（
�
）

騒
音
の
増
加
が
あ
る
と
認
め
た
場
合
、
安
倍
前
首
相
は
、
再
編
後
も
騒
音
は
「
軽
減
す
る
」
と
言
っ
て
い
る
が
、

も
し
も
反
対
意
見
を
抑
え
る
た
め
の
意
図
的
な
発
言
だ
っ
た
と
し
た
ら
、
一
国
の
首
相
が
国
民
を
欺
く
よ
う
な
発
言

を
し
た
責
任
は
重
大
で
あ
る
。
�
（
�
）
と
同
様
に
、
こ
の
責
任
は
重
大
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
責
任
の
と

七



り
か
た
を
聞
き
た
い
。

（
�
）

艦
載
機
移
転
の
機
数
は
五
九
機
で
機
種
は
公
表
さ
れ
て
い
る
が
機
種
毎
の
機
数
も
公
表
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

（
�
）

近
い
将
来
、
通
常
空
母
が
原
子
力
空
母
に
変
っ
た
場
合
で
も
、
艦
載
機
移
転
の
機
数
や
機
種
の
構
成
は
変
わ
ら
な

い
か
。

（
�
）

艦
載
機
移
転
の
機
数
や
機
種
の
構
成
は
未
来
永
劫
、
現
案
と
変
わ
ら
な
い
か
。

（
��
）

前
（
�
）
（
�
）
号
が
変
わ
る
と
回
答
し
た
場
合
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

イ

機
数
や
機
種
の
構
成
が
変
わ
っ
て
も
、
現
在
説
明
さ
れ
て
い
る
コ
ン
タ
ー
図
の
根
拠
と
な
る
環
境
基
準
に
示
す

数
式
の
ｄ
ｂ
（
Ａ
）
の
値
や
Ｎ
値
を
構
成
す
る
Ｎ
�

、
Ｎ
�

、
Ｎ
�

、
Ｎ
�

の
値
の
何
れ
も
上
回
る
こ
と
は
な
い
か
。

ロ

「
イ
」
で
上
回
る
と
回
答
し
た
場
合
に
質
問
す
る
。

コ
ン
タ
ー
の
根
拠
や
騒
音
が
軽
減
す
る
と
言
っ
た
根
拠
が
な
く
な
る
が
ど
う
な
の
か
。

（
��
）

住
民
説
明
会
用
の
各
種
コ
ン
タ
ー
図
を
作
成
す
る
も
と
に
な
っ
た
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
算
出
根
拠
の
環
境
基
準
に
示
す

数
式
の
Ｎ
値
を
構
成
す
る
Ｎ
�

、
Ｎ
�

、
Ｎ
�

、
Ｎ
�

の
値
を
全
て
公
表
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

（
��
）

騒
音
値
を
示
す
ｄ
ｂ
値
は
六
ｄ
ｂ
増
す
ご
と
に
、
騒
音
は
二
倍
に
な
る
が
、
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
の
場
合
も
六
Ｗ
Ｅ
Ｃ

八



Ｐ
Ｎ
Ｌ
増
す
ご
と
に
騒
音
は
二
倍
に
な
る
と
し
て
い
い
か
。

（
��
）
イ

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
米
軍
の
飛
行
機
騒
音
の
環
境
基
準
は
、
日
本
の
環
境
基
準
よ
り
厳
し
い
と
聞
い
て
い
る
。

ま
た
、
生
物
の
生
息
地
域
で
の
飛
行
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
と
も
聞
い
て
い
る
。
従
っ
て
、
飛
行
訓
練
は
人
間
も
、

生
物
も
住
ま
な
い
砂
漠
地
帯
で
実
施
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
本
当
か
。

ロ

ア
メ
リ
カ
の
飛
行
機
騒
音
環
境
基
準
の
実
態
を
、
日
本
の
環
境
基
準
と
比
較
し
て
説
明
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
ア

メ
リ
カ
の
飛
行
機
騒
音
環
境
基
準
を
日
本
語
に
訳
し
て
説
明
さ
れ
た
い
。

ハ

こ
の
話
が
本
当
だ
と
す
れ
ば
、
米
軍
は
日
本
国
内
の
住
宅
密
集
地
で
大
き
な
騒
音
を
轟
か
せ
て
自
由
に
訓
練
し

て
お
り
、
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
米
軍
に
ア
メ
リ
カ
の
法
律
を
適
用
す
る
と
か
、
日
本
の
環
境
基
準
を
ア
メ
リ
カ

並
み
に
改
定
し
、
米
軍
に
遵
守
義
務
を
負
わ
せ
る
考
え
は
な
い
か
。

�

現
状
の
防
音
工
事
に
つ
い
て

（
�
）

現
状
の
住
宅
防
音
工
事
は
殆
ど
効
果
が
な
い
。
桂
町
二
丁
目
で
の
事
例
で
ジ
ェ
ッ
ト
機
が
飛
ぶ
と
、
窓
を
締
め

切
っ
て
い
て
も
開
放
し
て
い
て
も
テ
レ
ビ
、
電
話
、
会
話
が
聞
こ
え
な
い
こ
と
に
は
変
わ
り
が
な
い
。
も
っ
と
効
果

的
な
防
音
対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

九



（
�
）

住
宅
の
防
音
工
事
の
性
能
は
八
〇
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
以
上
の
区
域
で
二
五
ｄ
ｂ
以
上
の
遮
音
量
、
七
五
か
ら
八
〇
Ｗ

Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
未
満
の
区
域
で
は
二
〇
ｄ
ｂ
以
上
の
遮
音
量
と
す
る
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
な
ら
室
内
で
最
大
で
も

六
五
ｄ
ｂ
以
下
、
最
小
で
五
五
ｄ
ｂ
以
下
に
な
る
。
し
か
し
、
現
状
は
テ
レ
ビ
も
電
話
も
会
話
も
聞
こ
え
な
い
状
態

な
の
で
八
〇
ｄ
ｂ
程
度
は
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
目
的
の
性
能
が
出
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
が
ど
う
か
。

（
�
）

防
音
工
事
で
目
的
の
遮
音
性
能
が
出
な
い
の
は
、
仕
様
に
問
題
が
あ
る
か
ら
で
は
な
い
か
。
指
定
工
法
で
の
遮
音

性
能
測
定
デ
ー
タ
を
提
示
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

（
�
）

施
工
済
み
住
宅
の
防
音
工
事
の
遮
音
性
能
点
検
を
早
急
に
行
い
、
結
果
を
公
表
し
、
結
果
次
第
で
は
遮
音
性
能
を

満
足
い
く
も
の
に
す
る
た
め
の
改
良
工
事
を
早
急
に
実
施
す
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

（
�
）

防
音
効
果
は
部
屋
の
密
閉
状
態
を
前
提
に
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
冷
暖
房
器
等
に
か
か
る
電
気
代
、
修
理

費
は
個
人
負
担
で
し
か
も
老
朽
化
に
よ
る
取
替
え
費
用
は
一
割
が
自
己
負
担
と
聞
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
諸
費
用
は
発

生
源
者
が
負
担
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

（
�
）

冷
暖
房
器
等
が
故
障
し
て
取
替
え
る
場
合
は
、
申
請
の
受
付
後
に
予
算
化
さ
れ
る
の
で
、
取
替
え
は
通
常
一
〜
二

年
先
に
な
る
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。
冷
暖
房
器
等
が
な
い
ま
ま
一
〜
二
年
も
生
活
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
れ
ば

一
〇



対
応
が
遅
す
ぎ
な
い
か
。

（
�
）

新
築
工
事
の
段
階
か
ら
防
音
工
事
の
補
助
が
必
要
で
は
な
い
か
。

�

そ
の
他

（
�
）

安
倍
前
首
相
は
住
民
の
理
解
を
得
る
努
力
を
す
る
と
も
発
言
し
て
い
た
。
ま
た
、
広
島
防
衛
施
設
局
の
住
民
説
明

会
で
は
数
十
ペ
ー
ジ
に
お
よ
ぶ
資
料
は
提
供
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
の
一
部
を
説
明
す
る
だ
け
で
あ
り
、
住
民
の
要
望

や
質
問
で
回
答
で
き
な
い
も
の
は
上
層
部
に
伝
え
る
と
言
っ
て
い
た
が
、
そ
の
後
何
ら
音
沙
汰
が
な
い
。
政
府
と
住

民
の
双
方
が
、
た
だ
一
方
的
に
話
す
だ
け
で
住
民
の
要
望
や
質
問
に
何
ら
の
回
答
も
な
い
、
聞
き
置
く
だ
け
の
説
明

会
で
「
説
明
責
任
が
果
た
せ
た
。
」
と
言
え
る
の
か
。

（
�
）

岩
国
で
Ｆ
Ｃ
Ｌ
Ｐ
は
実
施
し
な
い
か
。

（
�
）

再
編
後
の
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
コ
ン
タ
ー
は
Ｎ
Ｌ
Ｐ
や
Ｆ
Ｃ
Ｌ
Ｐ
を
含
ん
だ
値
な
の
か
。
そ
う
だ
と
し
た
ら
感
覚
的
で

は
あ
る
が
、
コ
ン
タ
ー
図
の
値
が
低
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
が
ど
う
か
。

（
�
）

Ｆ
Ｃ
Ｌ
Ｐ
と
基
地
の
上
空
を
旋
回
し
な
が
ら
の
滑
走
路
で
タ
ッ
チ
・
ア
ン
ド
・
ゴ
ウ
を
繰
り
返
す
着
艦
訓
練
と
は

別
の
訓
練
か
。

一
一



（
�
）

以
前
は
岩
国
の
航
空
機
騒
音
は
今
ほ
ど
大
き
く
な
か
っ
た
。
航
空
機
の
性
能
向
上
に
伴
い
騒
音
が
大
き
く
な
っ
た

の
で
あ
っ
て
、
今
後
も
航
空
機
の
性
能
向
上
は
止
ま
ら
な
い
と
思
う
が
、
そ
れ
で
も
再
編
後
の
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
コ
ン

タ
ー
の
と
お
り
未
来
永
劫
守
ら
れ
る
か
。

（
�
）

政
府
説
明
の
再
編
後
の
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
コ
ン
タ
ー
は
滑
走
路
上
を
飛
行
す
る
経
路
で
作
成
さ
れ
て
い
る
が
、
滑
走

路
か
ら
西
側
の
市
街
地
側
へ
の
飛
行
は
一
切
な
い
と
確
約
で
き
る
か
。

（
�
）

厚
木
基
地
か
ら
の
Ｃ
Ｑ
は
、
こ
れ
を
終
え
て
厚
木
基
地
へ
帰
還
す
る
時
間
が
深
夜
に
な
る
そ
う
だ
が
、
岩
国
基
地

か
ら
Ｃ
Ｑ
へ
の
飛
行
は
あ
る
の
か
。
岩
国
基
地
運
用
時
間
外
の
深
夜
帰
還
は
な
い
と
言
え
る
か
。
ま
た
Ｃ
Ｑ
実
施
海

域
全
て
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
�
）

日
本
政
府
は
い
つ
も
米
軍
の
Ｎ
Ｌ
Ｐ
や
低
空
飛
行
な
ど
の
訓
練
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
の
多
く
を
、
「
米
軍
の
運
用

範
囲
内
」
と
説
明
し
て
お
り
歯
止
め
が
か
け
ら
れ
な
い
状
態
で
あ
る
。
今
回
の
米
軍
再
編
に
関
し
て
も
政
府
説
明
に

米
軍
か
ら
注
文
が
付
く
こ
と
が
ま
ま
あ
り
、
政
府
説
明
が
守
ら
れ
る
と
鵜
呑
み
に
で
き
な
い
と
岩
国
市
民
は
思
っ
て

い
る
が
、
政
府
説
明
は
厳
守
で
き
る
と
言
え
る
か
。

（
�
）

日
本
国
民
の
安
心
安
全
を
米
軍
か
ら
守
る
た
め
、
騒
音
、
安
全
、
事
件
お
よ
び
事
故
に
関
す
る
全
て
に
日
本
の
法

一
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律
で
対
処
で
き
る
よ
う
見
直
し
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

（
��
）

米
軍
岩
国
海
兵
隊
基
地
に
対
し
て
、
岩
国
市
お
よ
び
岩
国
市
民
は
こ
れ
ま
で
多
大
な
協
力
を
し
て
い
る
。
政
府
お

よ
び
米
国
は
、
こ
の
協
力
に
対
す
る
評
価
と
代
償
措
置
を
ど
の
よ
う
に
実
施
し
て
き
た
の
か
。

�

今
ま
で
の
質
問
に
関
す
る
回
答
全
て
に
厳
守
す
べ
き
担
保
が
付
け
ら
れ
る
か
。

右
質
問
す
る
。

一
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